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　今、教育そのものが根底から問われています。
　先行き不透明で大人社会の複雑な世情を反映して、
中学生をはじめとする青少年の生き方に問題が生じて
きています。補導少年の人数が戦後第４のピークに差
しかかっていて、日本の将来を危ぶむ声も聞かれます。
  こうした状況を踏まえ、平成14年度からの完全学校
週５日制を見すえて、学校・家庭・地域社会それぞれ
の役割の在り方を見直し、三者の連携を一層深めてい
く必要があります。

特色ある教育・元年
教育長    三浦　清

る
木
の
板
で
す
。
用
途
は
、
例
え
ば
、
伝
達
文
書
や

荷
札
、
字
の
練
習
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

あ
す
か

　
木
簡
は
、
七
世
紀
半
ば
（
飛
鳥
時
代
）
に
流
れ
て

か
わ
あ
と

い
た
川
跡
か
ら
出
土
し
ま
し
た
。
木
簡
の
大
き
さ
は

長
さ
一
九
・
九
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
三
・
三
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
六
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
、
ヒ
ノ

キ
製
で
す
。
表
側
に
は
「
三
　
壬
子
年
□
」
と
書
か

れ
て
お
り
、
そ
の
製
作
法
と
出
土
土
器
を
手
が
か
り

は
く
ち

か
ん
し

に
元
号
の
白
雉
三
年
（
六
五
二
年
）
を
干
支
で
表
し

た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
裏
側
の
文
字
は
「
子
卯
丑

□
向
」
な
い
し
は
「
子
部
丑
万
□
向
」
と
読
め
、
人

名
や
職
業
を
示
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
最
も
古
い
年
号
木
簡
は
「
辛
酉
年
」

（
六
六
一
年
）
を
記
し
た
奈
良
県
藤
原
宮
跡
出
土
の

も
の
で
す
。
今
回
の
木
簡
は
そ
れ
を
九
年
さ
か
の
ぼ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。たい

か

　
元
号
は
孝
徳
天
皇
の
大
化
元
年
（
六
四
五
年
）
に

成
立
し
ま
し
た
が
、
今
回
出
土
し
た
木
簡
に
記
さ
れ

た
年
代
が
干
支
で
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
し
ば

ら
く
の
間
、
元
号
が
定
着
せ
ず
に
、
六
十
年
を
一
周

期
と
す
る
十
干
十
二
支
が
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
木
簡
は
役
所
跡
か
ら
出
土
す
る
こ
と
が
多
く
、
三

条
九
ノ
坪
遺
跡
に
も
古
代
の
公
的
な
施
設
が
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

も
っ

　
年
代
を
記
し
た
日
本
最
古
の
木

か
ん簡

が
、
三
条
町
に
所
在
す
る
三
条

く
の
つ
ぼ

九
ノ
坪
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
木
簡
は
、
平
成
八
年
度

に
県
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
共

同
住
宅
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
現

場
か
ら
出
土
し
ま
し
た
。

　
木
簡
と
は
、
古
代
で
は
た
い
へ

ん
貴
重
で
あ
っ
た
紙
の
代
わ
り
に

使
わ
れ
た
墨
書
き
文
字
の
み
ら
れ

三条九ノ坪遺跡から発掘された日本
最古の年号木簡
（写真提供：県教育委員会）

　
学
校
園
は
、
一
人
ひ
と
り
の
幼
児
児
童

生
徒
に
と
っ
て
「
心
の
居
場
所
」
と
な
り
、

自
分
が
持
つ
多
く
の
可
能
性
を
試
す
喜
び

が
実
感
で
き
、
魅
力
あ
る
と
こ
ろ
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
地
域
の
教
育
力
を
取
り
入

れ
る
な
ど
教
育
課
程
を
創
意
工
夫
し
、
学

校
園
や
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
夢
の
あ

る
学
校
園
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
特
に
学
習
指
導
に
お
い
て
、
児
童
生
徒

の
学
力
や
学
習
の
状
況
を
的
確
に
把
握
し

異
年
齢
交
流
、
教
科
担
当
制
、
地
域
の
教

育
力
活
用
等
、
個
に
応
じ
た
多
様
な
指
導

方
法
を
工
夫
・
改
善
し
て
、
主
体
的
に
学

習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め

ま
す
。
ま
た
、
教
科
の
枠
を
超
え
た
「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
な
ど
の
研
究
を
進

め
ま
す
。

基
礎
・
基
本
の
定
着
と

個
性
と
創
造
性
を
生
か
す
教
育

特
色
あ
る

学
校
・
園
づ
く
り
の
推
進

平成11年度  芦屋の教育  ―指導の方針―

21世紀に生きる
こころ豊かな人づくり

平成11年度「芦屋の教育 ―指導の方針―」の概要をお知らせします。

　
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
個
性
や
創
造

性
が
発
揮
で
き
る
「
生
き
る
力
」
を
も
っ

た
幼
児
児
童
生
徒
を
育
て
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　
そ
の
た
め
、
学
校
園
が
家
庭
や
地
域
社

会
と
連
携
し
、
自
然
体
験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

「
生
き
る
力
」
を
身
に
つ
け

豊
か
な
人
間
性
を
育
て
る
教
育

ア
活
動
な
ど
の
実
体
験
活
動
を
通
し
て
、

道
徳
的
実
践
力
を
高
め
る
と
も
に
、
自
尊

感
情
を
培
い
、
人
権
意
識
を
育
て
、
豊
か

な
人
間
性
を
身
に
つ
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
進
路
指
導
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
が

自
ら
の
生
き
方
を
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能

力
・
適
性
・
興
味
・
関
心
な
ど
に
合
っ
た

進
路
を
主
体
的
に
選
択
し
、
決
定
で
き
る

よ
う
指
導
に
努
め
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
個
々
の
体
力
や
年
齢
、

目
的
に
応
じ
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
ス

ポ
ー
ツ
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
楽
し
む
と
と

も
に
、
健
康
で
明
る
く
豊
か
な
生
活
を
営

む
た
め
に
は
、
教
科
に
と
ど
ま
ら
ず
、
特

別
活
動
な
ど
を
通
し
て
積
極
的
に
生
涯
体

育
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
実
践
す
る
能
力
や
態

度
を
育
て
、
体
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
健
康
で
安
全
な
生
活
を
送
る
基
礎

を
培
う
た
め
、
家
庭
や
学
校
医
な
ど
と
の

連
携
を
図
り
、
保
健
室
の
機
能
を
十
分
に

生
か
し
な
が
ら
、
教
育
活
動
全
体
を
通
し

て
健
康
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
今
ほ
ど
、
教
職
員
の
専
門
性
が
求
め
ら

れ
て
い
る
時
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
育
活
動

を
活
力
あ
る
も
の
と
し
、
教
育
の
質
的
水

準
を
高
め
、
「
授
業
崩
壊
」
な
ど
が
起
こ

ら
な
い
学
級
・
学
年
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
教
職
員
が
教
育

公
務
員
と
し
て
の
使
命
感
や
確
か
な
倫
理

観
を
も
ち
、
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
に
努

め
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
意
識
変
革
や
指

導
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

心
身
と
も
に

た
く
ま
し
い
力
を
育
て
る
健
康
教
育

社
会
の
変
化
に
対
応
し
た

教
職
員
の
意
識
変
革
と
資
質
の
向
上

問い合わせ
美術博物館　138-5432

芦屋の歴史をさぐろう
『古地図と用水』

期　間　４月27日～５月30日（月曜休
館、祝日の場合はその翌日）

会　場　美術博物館歴史資料展示室
時　間　午前10時～午後５時（入館は

４時30分まで）
観覧料　大人300円　大高生200円
　　　　中学生以下は無料

大相撲の力士に挑戦（朝日ケ丘幼稚園）

パソコンを使って（市立芦屋高校）

ぬくもりのある教育を
　
生
徒
指
導
に
お
い
て
は
、

い
じ
め
や
不
登
校
、
問
題
行

動
の
低
年
齢
化
、
衝
動
的
な

行
動
へ
の
対
応
が
緊
急
の
課

題
で
す
。
そ
の
指
導
に
お
い

て
は
、
人
間
的
な
ふ
れ
あ
い

に
基
づ
く
学
校
・
学
級
づ
く

り
を
始
め
る
と
共
に
、
教
育

相
談
体
制
も
確
立
し
ま
す
。

不
登
校
傾
向
の
児
童
生
徒
に

つ
い
て
は
「
適
応
教
室
」
な

ど
に
お
い
て
個
に
応
じ
て
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

希
望
の
実
現
を
図
る

ぬ
く
も
り
の
あ
る
指
導

　教育委員会においては、今年度を「特色ある教育・元年」と位置づけ各学
校園において、地域に根ざした特色ある教育活動が展開されることを求めて
いきます。
　学校教育では、地域の有能な教育力を授業の中に生かし、地域の中で学ん
でいく興味ある学習や体験を通して、自ら学び、自ら考える、「生きる力」
の育成と、ぬくもりのある教育の実現を目指します。
　基礎的・基本的な学習内容の定着、個性や創造（想像）性を生かす教育の
推進、基本的生活習慣や善悪の判断力などの道徳性や社会性の涵養、健康な
体づくりなどは、その根底になければならないことはいうまでもありません。
　社会教育では、現在、震災復興に向けたざまざまな取り組みをしています
が、21世紀を迎える重要な視点として「多様化、高度化する学習ニーズへの
対応」「生涯学習社会の構築に向けた取り組み」「地域社会および家庭の変
化への対応」「民間の教育諸活動の活発化への対応」を柱に、芦屋市生涯学
習推進基本構想に基づき、「生涯学習オアシス都市芦屋」を目指した諸施策
の充実に努めます。特に、ニューメディアを利用した衛星通信利用による教
育ネットワークモデル事業として、図書館に「子ども放送局」を設置、子ど
もに夢と希望を育むプログラムの試作に取り組み、家庭・地域・学校との
ネットワーク作りを進めます。
　文化の復興としては、昨年、各界から評価をいただいた「芦屋国際俳句
フェスタ」事業を継続して「第１回芦屋国際俳句祭」を開催、高浜虚子顕彰
俳句大賞をはじめとする権威ある賞を創設し、芦屋から国内外に向けて発信
する新たな国際俳句文化として取り組み、国際文化交流振興に寄与していき
ます。

裏側裏側��裏側� 表側表側��表側�

「芸術文化活動顕彰」
を行いました

　芸術・文化の分野で優秀な成績をおさめ
たかた・団体を３月26日に表彰しました。
《個　人》
◆精道小学校３年生　　浅井　嵩大　さん
（第11回物流ニッポン「夢のトラック」作
品コンクール銀賞）
◆山手小学校４年生　　内藤　千裕　さん
（平成10年度播磨科学公園都市と未来の科
学の夢絵画展兵庫県知事賞）
《団　体》
◆県立芦屋南高等学校　邦楽部
（第22回全国高等学校総合文化祭日本音楽
部門優良賞）
◆精道中学校　吹奏楽部
（第45回兵庫県吹奏楽コンクール最優秀賞）

4月3日・4日に、芦屋さくらまつりを開催
　のべ６万５千人が芦屋川沿いの桜やイベント等を楽し
みました。

問い合わせ　国際文化課　138-2008

『
意
志
表
示
こ
の
一
票
で
芦
屋
の
市
政
ま
ず
一
歩
』

芦屋市スポーツ活動助成金交付制度のお知らせ

　
昨
年
か
ら
募

集
し
た
サ
ク
ラ

の
記
念
植
樹
は
、

予
定
本
数
を
超

え
ま
し
た
が
、

応
募
締
め
切
り

後
も
、
家
族
の

誕
生
や
入
学
、

結
婚
等
人
生
の

節
目
を
記
念
樹

に
残
し
た
い
と

の
要
望
が
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し

た
の
で
陽
光
緑

市民記念植樹を新たに募集します

地
南
面
に
前
年
に
引
き
続
い
て
サ
ク
ラ
を

植
樹
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
参
加
資
格
　
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
か
た
、
市
内
に
所
在
す
る
団
体

■
植
樹
場
所
　
陽
光
緑
地

■
植
樹
時
期
　
平
成
十
一
年
十
月
下
旬

■
費
用
　
Ａ
コ
ー
ス
　
一
万
一
千
円

　
　
　
　
Ｂ
コ
ー
ス
　
一
万
五
千
円

■
申
し
込
み
　
参
加
費
用
と
印
鑑
を
持
参

の
う
え
、
都
市
整
備
公
社
み
ど
り
の
課

（
精
道
町
五
―
十
一
）
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。
（
植
樹
さ
れ
た
樹
木
は
市
の

帰
属
と
な
り
ま
す
。
）

 問い合わせ　都市整備公社みどりの課　138-2103

あなたの記念樹としませんか
新名所の桜

□交付種目

（１）国際交流事業

◆事業内容◆

市内の青少年（24歳以下）が外国人のかたがたとス
ポーツ交流大会等を通じ、相互理解と友好を深める事業
◆助成額◆（年１回を限度とし、派遣選手団の旅費の
一部として）
連合団体（芦屋市体育協会等）の場合200,000円以内、
単独団体（連合団体の傘下団体）の場合100,000円以内
（２）国内交流事業

◆事業内容◆

次に掲げる団体が主催する交流大会
①国または地方公共団体②財団法人日本体育協会およ
びその傘下団体③財団法人日本レクリエーション協会
およびその傘下団体④財団法人日本身体障害者スポー
ツ協会およびその傘下団体⑤学校体育関係団体
◆助成対象経費◆

①交流のため派遣する場合（派遣選手団の旅費の一部
として）②交流のため事業を行う場合（芦屋市内での
交流大会の経費の一部として）

４
月
25
日
（
日
）
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙

○
投
票
所
へ
は
「
投
票
通
知
書
」
の
は
が

き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
（
「
投
票
通

知
書
」
を
な
く
さ
れ
て
も
投
票
所
で
申

し
出
て
く
だ
さ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。
）

○
平
成
十
一
年
三
月
二
十
六
日
以
降
に
市

内
転
居
の
届
出
を
さ
れ
た
か
た
は
前
住

所
地
の
投
票
所
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

【
投
票
所
の
変
更
】          

　
　

①
「
芦
屋
庭
球
場
（
浜
芦
屋
町
・
松
浜

町
・
平
田
町
）
」
の
皆
さ
ん
は
「
芦
屋

公
園
内
仮
設
投
票
所
（
浜
芦
屋
町
八
十

七
番
）
」
へ
移
転
と
な
り
ま
す
。

②
「
山
手
幼
稚
園
」
の
投
票
所
名
が
、

「
（
旧
）
山
手
幼
稚
園
」
と
な
り
ま
す
。

【
選
挙
公
報
の
配
布
】

新
聞
折
り
込
み
（
朝
日
・
神
戸
・
産
経
・

日
本
経
済
・
毎
日
・
読
売
）
で
各
世
帯
に

配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
受
付
、
市

民
セ
ン
タ
ー
、
ラ
ポ
ル
テ
市
民
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
、
体
育
館
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー

に
配
置
し
ま
す
。
郵
送
を
希
望
の
か
た
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
投
票
用
紙
の
色
と
順
番
】
　

◇
投
票
の
順
番
は
、
白
色
の
用
紙
を
使
っ

て
市
議
会
議
員
の
投
票
を
し
ま
す
。

◇
続
い
て
、
ク
リ
ー
ム
色
の
用
紙
を
使
っ

て
市
長
の
投
票
を
し
ま
す
。

【
不
在
者
投
票
】

　
投
票
日
に
仕
事
・
買
い
物
・
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
の
予
定
の
あ
る
か
た
は
、
不
在
者
投

票
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
期
間
　
四
月
十
八
日
（
日
）
〜
二
十
四

日
（
土
）

■
時
間
　
午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
八
時

■
場
所
　
市
役
所
北
館
一
階
玄
関
西
側

スポーツ振興を目的とする事業に出場する市民に対し、助成金を交付しています。

問い合わせ　スポーツ・青少年課　122-7910

◆助成額◆（年１回が限度）
連合団体（芦屋市体育協会等）の場合100,000円以内、
単独団体（連合団体の傘下団体）の場合50,000円以内
（３）各種大会選手派遣事業

◆事業内容◆

次の（ア）および（イ）に該当する場合
（ア）主催者が①国または地方公共団体②財団法人日
本体育協会およびその傘下団体③財団法人日本レクリ
エーション協会およびその傘下団体④財団法人日本身
体障害者スポーツ協会およびその傘下団体⑤学校体育
関係団体
（イ）出場資格（親善試合・交流大会は除く）①予選
を経て県大会以上に出場する場合（予選の結果表が必
要）②標準記録に達して県大会以上に出場する場合
（標準記録表が必要）③選抜されて全国大会以上に出
場する場合（主催者の証明およびそれに準ずるものが
必要）
◆助成額◆

激励費として各大会区分により助成

《
投
票
は
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
》

問い合わせ　芦屋警察署　123-0110

☆芦屋警察署移転のお知らせ☆
　建築以来70有余年、皆さんに親しまれてきた現庁舎
は、老朽化のため、玄関先のミミズク等特徴的なもの
を残したかたちで建て替えることになりました。４月
30日（金）から下記の仮庁舎に移転します。なお、新
庁舎の完成予定は平成13年３月末です。

問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会
　
1
#8 

２
１
０
０

芦屋駅
�

打出駅�

業平町�

精道町�

大桝町�
公光町�

上宮川町� 宮川交番�

春日町�
打出小槌町�

宮塚町�
茶屋之町�

国道２号�

阪神電鉄�

打出交番�
打出町�

大東町�南宮町�
西蔵町�

高浜町�

新浜町�

浜風町�

若宮町�
宮川町�

呉川町�
竹園町�

松浜町�
伊勢町�

若葉町�

潮見町�

浜町�

宮川�

業平橋交番�

芦屋市役所�

浜芦屋交番�

阪神高
速３号

神戸線
�

芦屋警察署�

浜芦屋町�

芦
屋
川

�

緑町�

国道
43号
�

高浜交番�

芦屋鳴尾浜線�

南芦屋浜 I.C

阪神高速５号湾岸線�

芦屋警察署�
仮庁舎�

　ご不便をおか
けいたしますが、
よろしくお願い
します。

芦屋警察署　仮庁舎

浜風町31番３
号（阪急バス
「浜風大橋北
バス停」すぐ、
電話番号は変
わりません）
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固定資産税�
都市計画税�

個人市県民税�
（普通徴収）�

軽自動車税�
特別土地�
保 有 税 �

法人市民税� 事業所税�

４　月�
５　月�
６　月�
７　月�
８　月�
９　月�
10　月�
11　月�
12　月�
１　月�
２　月�
３　月�

第１期�
�
�

第２期�
�
�
�
�

第３期�
�

第４期�

�
�

第１期�
�

第２期�
�

第３期�
�
�

第４期�

�
全　期�

�
保有分�
�
�

取得分�
�
�
�
�
�

取得分�

４月上旬� ６月上旬� ５月１日�

問い合わせ�

※個人市県民税の特別徴収分については、税額通知書を５月中旬に勤務先（会社・事業所など）へ送付します。�

課 税 課 �
固定資産税係�
（138-2017）�

課 税 課 �
市 民 税 係 �
（138-2016）�

課 税 課 �
管 理 係 �
（138-2015）�

課 税 課 �
固定資産税係�
（138-2017）�

課 税 課 �
管 理 係 �
（138-2015）�

〈確定申告〉�
事業年度終了
後２カ月以内�

�
�
�
�

〈中間申告〉�
事業年度開始
以後６カ月を
経過した日か
ら２カ月以内�

  〈事業分〉�
（法人）�
事業年度終了
後２カ月以内�
（個人）�
翌年の３月15
日まで�
�
〈新増設分〉�
新築、増築の
日から２カ月
以内�納税通知書�

発 送 時 期 �

家賃６万円以上�

家賃６万円未満�

平成８～11年度�

３万円�

家賃の1/2

平成12年度�

１万５千円�

家賃の1/4

日　　時　５月１日（土）午後１時30分～３時30分
会　　場　図書館集会室
内　　容　
(1)スライド上映　13時30分～14時
　「図書館創設50年のあゆみ」
(2)記念講演会　14時～15時30分　
　テーマ 「読むこと　書くこと　生きること」　
　講　師　鎌田慧氏（ルポライター）
定　　員　一般成人80人（予約制）
申し込み　電話または、図書館・分室カウンターにて受け付け

　おおむね65歳以上で身体が虚弱なかた、ま
ちほう

たは寝たきり、痴呆性老人を介護されておら
れるかたで、お困りの事がありましたらご相
談ください。

問い合わせ　高年福祉課　138-2044　

・場所＝浜芦屋町３番26号
　　　　　　（財）芦屋ハートフル福祉公社内
・開館時間＝午前９時から午後８時まで
・休館日＝12月29日から翌年１月３日まで
・電話による相談はいつでもできます
　　　　　　　　　　　　1３４―６７１１

☆ほかにも下記で、24時間介護相談を受け付け　
ています。

・あしやホームケアセンター

　　　　　　　　　　　　1２２―５９５９

　（六麓荘町３―57　あしや聖徳園内）
・ハーブあしや　　　　　1３４―９２８７

　（潮見町31―１　あしや喜楽苑内）

在宅介護支援センターを
開設しました

広報チャンネル番組ガイド9CH

　　　　　　　Ａ　
00分　あしやＮＯＷ（＊）
　　　　「芦屋・四月・花ざかり」
15分　フレッシュリポート（＊）　　　
　　　　「ありがとう三条小学校」　
30分　芦屋の人（＊）
　　　　「原笙子さん（女人舞楽）」
40分　新・暮らしの情報「男の料理2」
50分　ナレーション付き文字ニュース
 　　

　　　　　　　　
Ｂ

00分　市民プロデュース番組（＊）
　　　　「学芸員が行く　古地図と用水」
20分　あしや自然百科①（再）（＊）
　　　　「春の芦屋川散策」
30分　広報カメラ撮りっきり（＊）
　　　　「芦屋さくらまつり」ほか
50分　文字放送
　　　　（ごみ、救急当番医）　　　

放送時間
日・月・木
７：00

22：00

火・水・金・土
７：30

22：30

〜

〜

お　し　ら　せ

毎月20日は�

「阪神地域ノーマイカーデー」�

人●締め切り…４月21日（水）
＜みどりの日記念・緑の相談所開設＞
●日時…４月29日（祝）９時～12時●会場
…①緑の相談所（精道町 5-11　134-0031）
②みどりの日記念植樹式会場（宮塚公園）
　いずれも問い合わせは、都市整備公社み
どりの課（138-2103）へ。

┃就学奨励費の申請
　市立の小・中学校に就学している児童・
生徒の保護者で、経済的理由により就学さ
せることが困難な人に対し、学用品・通学
用品費、校外活動費などの援助を行います。
●対象…①生活保護を受けている人②生計
を維持する人の年間所得額が基準額以下の
人●申請方法…各学校へ申請してください。
　問い合わせは、教育委員会総務課（138-
2085）へ。

┃スポーツ振興課からのお知らせ
＜パーソナルトレーニング（第１期）＞
●内容…マンツーマンによる運動指導、栄
養指導（全12回）●会場…体育館・青少年
センター●定員…７人●費用…9,000円●申
し込み…４月17日（土）10時～スポーツ振
興課へ　
＜ストレッチ体操講習会＞
●日時…５月14･21･28日・６月４日（金）
13時30分～14時30分●会場…体育館・青
少年センター●対象…16歳以上●定員…各
日15人（先着順）●受講料…１回300円、４
回1,000円●申し込み… 体育館・青少年セ
ンター１階受け付け（電話予約可）
　いずれも問い合わせは、文化振興財団ス
ポーツ振興課（131-8228）へ。

┃英語で話そう
●日時…４月22日（木）13時～14時30分
●会場…国際交流協会●講師…ヨーコ・
キャンベル氏（カナダﾞ総領事館）●定員…
20人（要予約）●問い合わせ…国際交流協
会（134-6340）へ。

┃労働保険料年度更新手続きのお知らせ
　事業主のかたは、労働保険の申告・納付
を必ず５月20日までにお済ませください。
●ふじ色と赤色の申告書…県労働部雇用保
険課（郵送可）、西宮公共職業安定所、金融
機関●黒色と赤色の申告書…兵庫労働基準
局、西宮労働基準監督署
　問い合わせは、県労働部雇用保険課
（1078-362-3388）へ。

┃自衛官幹部候補生募集
●資格…22歳～ 25 歳で大学卒業程度の学
力を有する者●締め切り…5月14日（金）●
問い合わせ…防衛庁西宮広報センター
（10798-66-7066）

法人市民税・事業所税（２月28日決算の法
人等）　　　　／課税課管理係　138-2015
固定資産税・都市計画税（第１期分）
　　　 　／課税課固定資産税係　138-2017
国民年金（前納分・４月分保険料）
　　　　　／保険年金課年金係　138-2036

問
い
合
わ
せ
　
都
市
整
備
公
社
み
ど
り
の
課
　
1
#8 

２
１
０
３

広報チャンネルに関する問い合わせ　広報課†38-2006／CATV加入に関する問い合わせ　CCA70120-181-344

■日・月・木…ＡＢＣ、火・金…ＣＡＢ、水・土…ＢＣＡ、の順に、２時間30分サイクルで放映しています。
　番組内容などは変更になる場合もありますのでご了承ください。　（＊）印の番組はビデオの貸し出しが可能です。

４／15（10:00～）～５／１（～10:00） 　　　
Ｃ

00分　ニッポン
みたまま

　　　　　　

　　　　
　　

　

問い合わせ　芦屋市民まつり協議会　132-0522（月・水・金、10時～16時）
（〒659-0067 茶屋之町1-1 ブラウンビル２階Ｇ号　芦屋青年会議所事務局内）

図書館創設50周年記念行事

　

　

┃看護職（正規職員）の募集
●職種…助産婦１人●資格…昭和38年４
月２日以降に出生し助産婦免許取得者●
締め切り…４月26日（月）●試験日…４
月28日（水）●採用予定日…６月１日●
問い合わせ…芦屋病院総務課管理係
（131-2156）

┃保健婦の募集
　高齢者を対象に医療に関する適切な指
導をするため、保健婦を募集します。
●募集条件…年齢55歳位までの、保健婦
の資格保持者。年間 120 日程度の勤務で、
対象者への訪問指導。
  問い合わせは、医療助成係（138-2037）
へ。

┃国民健康保険納期について
　平成11年度国民健康保険料の納額通知
書は、７月中旬に発送します。各納期の納
期限、口座振替日は次のとおりです。
１期…８月２日／２期…８月31日／３期
９月30日／４期…11月１日／５期…11月
30日／６期…平成12年１月４日／７期…
１月31日／８期…２月29日
　保険料のお支払いは、便利な口座振替
をご利用ください。申し込みは、預貯金の
ある市内金融機関、保険係へ。
　問い合わせは、保険年金課保険係（138-
2035）へ。

┃毎月第３水曜日は行政相談の日
　行政に関する意見・要望等を行政相談
員がお受けします。
●日時…４月21日（水）13時～16時●会
場…コミュニティ課内
　問い合わせは、コミュニティ課（138-
2007）へ。

┃緑の募金にご協力を
　芦屋市では昨年、森と緑づくりのため
の「緑の募金」に、109万 9,089円の募金
がありました。その募金額の５割が募金
元の（社）兵庫県緑化推進協会から本市に
還元され、学校園の緑づくりや朝日ヶ丘
北公園にツツジを植樹しました。
　今年も、みどりの日（４月29日）の街
頭募金をはじめ、地域・職場・学校募金に
も、ご協力をよろしくお願いします。
　問い合わせは、公園緑地課（138-2065）
へ。

┃みどりの課からのお知らせ
＜観葉植物を使ったハンギングバスケッ
ト講習会＞

●日時…４月28日（水）午後１時30分～
３時30分●会場…緑の相談所●講師…緑
の相談員●費用…3,000円●定員…先着18

　
こ
の
制
度
は
、
地
域
の
ま
ち
な
み
景
観

の
向
上
を
図
る
た
め
、
一
定
の
ま
と
ま
り

の
あ
る
地
域
の
住
民
等
が
主
体
と
な
っ
て

緑
化
を
行
う
場
合
、
一
定
の
要
件
を
満
た

せ
ば
助
成
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
す
。

■
要
件

①
地
域
の
ま
ち
な
み
景
観
の
向
上
を
図
る

た
め
、
地
域
の
居
住
者
、
事
業
者
お
よ

び
土
地
ま
た
は
建
物
の
所
有
者
（
住
民

等
）
が
主
体
と
な
っ
て
、
地
域
の
緑
化

に
取
り
組
む
こ
と
。

②
地
域
の
住
民
等
が
、
地
域
の
ま
ち
な
み

緑
化
に
必
要
な
緑
化
計
画
を
作
成
す
る

こ
と
。

③
地
域
の
住
民
等
が
、
緑
化
計
画
に
基
づ

き
緑
化
工
事
を
行
う
こ
と
。

■
対
象
地
域

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
地
域
を
対

象
と
し
ま
す
。

①
芦
屋
市
ま
ち
づ
く
り
助
成
要
綱
第
二
条

に
規
定
す
る
団
体
が
活
動
す
る
地
域

民間賃貸住宅家賃負担軽減制度
の受付期間の延長について

第21回芦屋サマ－カーニバル　プレ・イベント

問い合わせ　図書館　131-2301

緑
ゆ
た
か
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

②
芦
屋
市
補
助
金
等
の
交
付
要
綱
第
三
条

第
三
号
に
規
定
す
る
補
助
金
等
の
交
付

対
象
団
体
が
活
動
す
る
地
域

③
町
で
構
成
さ
れ
る
自
治
会
、
商
店
会
そ

の
他
こ
れ
ら
に
準
じ
る
団
体
が
活
動
す

る
地
域

④
一
つ
の
道
路
の
両
端
が
公
道
ま
た
は
私

道
に
接
続
し
、
そ
の
道
路
の
両
端
ま
で

に
面
す
る
両
側
の
敷
地
の
合
計
面
積

が
、
概
ね
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
を

有
す
る
地
域
で
、
か
つ
そ
の
地
域
住
民

等
の
二
分
の
一
以
上
が
緑
化
活
動
に
賛

同
す
る
地
域

■
対
象
事
業

①
緑
化
計
画
の
作
成

②
緑
化
工
事
（
生
垣
、
壁
面
、
駐
車
場
、

屋
上
、
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
そ
の
他
地
域

の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
取
り
組
む
緑
化
）

■
対
象
者

①
緑
化
計
画
作
成
費
…
地
域
の
団
体
ま
た

は
住
民
等
の
代
表
者

②
緑
化
工
事
費
…
緑
化
計
画
に
基
づ
き
緑

化
工
事
を
行
う
住
民
等

■
対
象
期
間

　
平
成
十
一
年
度
か
ら
平
成
十
四
年
度

（
四
年
間
）

■
そ
の
他

　
な
お
、
こ
の
要
綱
に
よ
る
緑
化
助
成
と

市
が
別
途
定
め
る
生
垣
設
置
助
成
と
の
併

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

〜
ま
ち
な
み
緑
化
助
成
制
度
を
創
設
〜

　参加費用の一部は芦屋サマーカーニバルの開催費用に活用させていただきます。
日　　時　　５月28日（金）午前８時30分～（荒天中止）
会　　場　　芦屋カンツリー倶楽部
費　　用　　22,000円（パーティー費用、賞品代含む）
定　　員　　140人
申し込み　　５月７日（金）＜消印有効＞までに、往復はがきに住所・氏名・性別・電

話番号・生年月日を記入のうえ芦屋市民まつり協議会まで。（２人組、４
人組の申し込みも可）

日　時　５月27日（木）  午後７時開演（午後６時30分開場）
会　場　ルナ・ホール
番　組　梟、棒榑ほか
料　金　一般  2,500円（前売り）、3,000円（当日）

高校生以下  1,500円（前売り、当日同額）
（前売り券売り切れの場合、当日券は発売いたしません）

出　演　善竹隆司、茂山宗彦、善竹隆平、茂山逸平、善竹忠亮
チケット発売　市民センター内グリル業平、市役所売店、チケッ

トぴあ、ローソンチケット、コープデイズ芦屋
サービスコーナー、文化振興財団事務所

 問い合わせ　文化振興財団　131-4962

■ 助成金額等

（１）緑化計画作成費
　　　１地区当たりの助成限度額　30万円

（２）緑化工事費　　　
　　　１敷地当たりの助成基本額　施設整備　60万円
　　　　　　　　　　　　　　　　施設撤去　18万円
　　　　　　　　　　助成基本額の２/３以内
　　　　　　　　　　助成限度額　施設整備　40万円
　　　　　　　　　　　　　　　　施設撤去　12万円

問い合わせ
都市整備公社みどりの課　138-2103

緑化推進協力店　　　　　　（敬省略）
岩園町 イカリスーパー花店
東山町 アシヤ果樹園
船戸町 パフィオＤＥニラク
大桝町 花広
茶屋之町 ヨネダ園芸
大東町 フラワーショップ花輝
西蔵町 サンフラワー
清水町 川口屋園芸
西山町 葵園
東芦屋町 サロンドブーケ芦屋
楠町 グリーンライフさち
月若町 石村造園
津知町 植吉
呉川町 （株）小南
岩園町 （株）松浦造園土木
春日町 （有）阪上撰樹園
西山町 （株）今里天晴園　
市民代表
精道校区 舟越辰緒・久保田靖子
宮川校区 矢野せい子・谷沢恒子
打出浜校区 岡本かおる・河野朱實
山手校区 渡部千鶴子・中村千鶴子
岩園校区 深見久吾・和田智子
朝日ヶ丘校区 田中隆子・荒木田鶴子
三条校区 佃隆子・左久美子
潮見校区 常岡厚子・中野俊江
浜風校区 平松秀子・山田尚子

　地域での緑化を進めるために「緑化
委員」を下記のかたにお願いしました。
花や緑でわからないことがありました
らお近くの緑化委員にご相談ください。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
基
金
で
は
、

震
災
の
被
災
者
が
民
間
賃
貸
住
宅
等
に
入

居
さ
れ
る
場
合
（
平
成
七
年
一
月
十
七
日

以
降
入
居
）
に
、
家
賃
の
一
部
を
補
助
す

る
こ
と
に
よ
り
家
賃
の
負
担
の
軽
減
を

図
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
者
　
(1)
年
収
が
一
定
基
準
額
以
下

で
所
得
月
額
三
十
一
万
七
千
円
以
下
の
か

た
(2)
震
災
時
に
居
住
し
て
い
た
住
宅
が
滅

失
し
た
か
た
。
ま
た
、
次
の
よ
う
な
事
情

の
あ
る
か
た
に
つ
い
て
は
、
解
体
し
た
も

の
と
み
な
し
補
助
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
①
現
に
建
物
が
存
在
し
な
い

場
合
や
、
全
壊
（
焼
）
判
定
等
被
災
の
程

度
が
著
し
く
、
現
に

居
住
の
用
に
供
せ
な

い
こ
と
が
、
市
町
で

確
認
で
き
る
場
合
②

家
主
か
ら
被
災
に
よ

る
解
体
を
理
由
に
退

去
を
求
め
ら
れ
た
等
、

本
人
の
責
任
で
な
い

特
別
の
事
情
に
よ
り

退
去
し
、
そ
の
こ
と

を
証
明
で
き
る
書
類

（
家
主
等
の
証
明
）

が
提
出
で
き
、
市
町

で
確
認
さ
れ
る
場
合

(3)
阪
神
・
淡
路
大
震

問い合わせ　建設部住宅管理担当　138-2026

■補助額

災
復
興
基
金
か
ら
他
の
住
宅
関
係
支
援
制

度
（
例
：
利
子
補
給
等
）
を
現
に
受
け
て

い
な
い
か
た
(4)
現
在
兵
庫
県
外
に
居
住
し

て
、
平
成
十
四
年
三
月
末
日
ま
で
に
兵
庫

県
内
に
戻
ら
れ
る
意
志
の
あ
る
か
た

■
対
象
と
な
る
住
宅
　
(1)
民
間
賃
貸
住
宅

（
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
等
を
除
く
）
(2)
公

社
・
公
団
の
一
般
賃
貸
住
宅

■
申
請
場
所
　
(1)
居
住
さ
れ
て
い
る
市
町

（
兵
庫
県
外
の
賃
貸
住
宅
に
入
居
さ
れ
て

い
る
か
た
は
、
震
災
時
に
お
住
ま
い
に

な
っ
て
い
た
市
町
）
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
(2)
公
団
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
か
た

は
、
住
宅
都
市
整
備
公
団
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
(3)
公
社
住
宅
に
居
住
し
て
い
る

か
た
は
、
所
轄
の
兵
庫
県
住
宅
供
給
公
社

（
県
外
の
公
社

住
宅
に
居
住
し

て
い
る
か
た
は
、

被
災
地
の
市

町
）
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
　

平
成
十
二
年
三

月
末
ま
で
。
県

外
の
か
た
に
は

希
望
に
よ
り
申

請
書
等
を
郵
送

い
た
し
ま
す
。

●県神戸中央総合住宅相談所
（1078-360-2536 神戸市中央区東川崎町1-1-3　神戸
　クリスタルタワー５階）
　一般相談　毎日　午前10時～午後５時
　専門相談　午後１時～４時　　　
　・弁護士　毎週　月・水・金曜日
　・建築士　毎週　月～土曜日
　・税理士　毎週　水曜日
　・マンション
　　管理組合指導　毎週  月・火曜日
　　技術指導　　　第１・第３金曜日

県西宮総合住宅相談所の
閉鎖・統合のお知らせ

飲料水兼用耐震性貯水槽と防災倉庫が完成しました

問い合わせ　消防本部警防課警防係　132-2345

平成11年度納税カレンダー

■防災倉庫に配備する資機材
●初期消火資機材･･･可搬式動力ポ
ンプ、消火器、ホース等
●救助用資機材･･･チェーンソー、
ジャッキ、救命ロープ、発電機等
●救護用資機材･･･テント、毛布、
救急医療セット、炊飯装置等

　県では、被災されたかたがたの住宅復興を支援す
るため西宮総合住宅相談所を設置し、相談に応じて
きましたが、３月末をもって業務を終了させていた
だきました。
　４月以降は、西宮市役所内住宅相談コーナー、ま
たは神戸中央総合住宅相談所で相談をお受けします。

●西宮市役所住宅相談コーナー
（10798-35-6640 西宮市六湛寺町10-3 西宮市役所２階）
　毎週月・水・金曜日　午前10時～午後４時

伝統芸能・狂言 ～今、最も熱き若手狂言師たちの競演～

花と緑の相談は
お近くの緑化委員へ

善竹隆司氏

　地域防災計画の一環として災害時に地域
住民に必要な飲料水の確保を主とした貯水
槽と資材や機材を蓄えた防災倉庫を建設し

　３ました。今回浜風小学校に100ｍの貯水槽
と50㎡の防災倉庫を、宮塚公園と消防署奥
池分遣所に10㎡の防災倉庫を設置しました。
今後も順次市内各所に設置する予定です。

納　 期 ４月30日まで

市民チャリティーゴルフ大会

　
平
成
十
一
年
度

は
、
土
地
区
画
整

理
事
業
を
中
心
と

す
る
復
興
事
業
へ

の
取
り
組
み
、
平

成
十
二
年
度
か
ら

実
施
さ
れ
る
介
護

保
険
、
同
じ
く
平

成
十
二
年
度
開
設

予
定
の
特
定
行
政

庁
の
準
備
、
総
合

計
画
策
定
の
た
め

の
体
制
の
整
備
等
に
重
点
を
置
き
、
部
長

級
七
人
、
次
長
級
十
二
人
、
課
長
級
四
十

人
を
含
む
二
百
八
十
二
人
の
人
事
異
動
を

人事異動を行いました
問い合わせ　人事課　138-2019

4月1日付で

行
い
ま
し
た
。
部
長
級
以
上
の
異
動
は
次

の
と
お
り
で
す
。
（  

　
）
内
は
旧
。

▽
技
監
（
兵
庫
県
土
木
部
総
務
課
参
事
）

渡
辺
嘉
正
▽
企
画
財
政
部
参
事
（
建
設
部

参
事
）
倉
地
弘
行
▽
生
活
環
境
部
長
（
企

画
財
政
部
参
事
）
花
岡
啓
一
▽
市
立
芦
屋

病
院
看
護
局
長
（
同
看
護
部
長
）
三
宅
寿

美
▽
管
理
部
長
（
社
会
教
育
部
長
）
木
戸

正
行
▽
学
校
教
育
部
長
（
学
校
教
育
部
次

長
）
福
井
英
雄
▽
社
会
教
育
部
長
（
社
会

教
育
部
次
長
）
小
治
英
男         

　

【
退
職
】
▽
麻
埜
和
夫
（
事
務
監
）
▽
和

田
義
博
（
技
監
）
▽
渋
谷
憲
明
（
生
活
環

境
部
長
）
▽
山
内
修
身
（
管
理
部
長
）
▽

山
口
晋
（
学
校
教
育
部
長
）


